


 
 

平成２９年度災害現地研修  
 

１．実施期日  平成２９年６月８日（木） 

 

２．研修場所  熊本県阿蘇郡阿蘇村 

          阿蘇大橋地区斜面防災対策工事現場 

 

３．研修目的   地震による大規模な斜面崩壊現場及び現地で行われている無人化施 

工を視察研修し、この研修の成果を今後の災害復旧・復興の協会・ 

会員業務の参考に資する。 

 

４．研修内容  大規模斜面崩壊現場への臨場 

無人化施工技術（起工前、施工中の測量業務等も含めて） 









熊本地震の概要

 熊本地震（くまもとじしん）は、2016年（平成28年）4月14日21時26分
以降に熊本県と大分県で相次いで発生している地震である。

 気象庁震度階級では最も大きい震度7を観測する地震が4月14日
夜および4月16日未明に発生したほか、最大震度が6強の地震が2
回、6弱の地震が3回発生している。



平成 28 年４月 14 日 21 時 26 分頃に熊本県熊本地方の震源の深さ 11km、マグニチュー
ド 6.5 の地震が発生し、最大震度７を記録した。さらに、約 28 時間後の４月 16 日１時 25 
分頃に同地方で震源の深さ 12km、マグニチュード 7.3 の地震が発生し、再度震度７を
記録した。気象庁は、熊本県を中心とする一連の地震活動を「平成 28 年（2016 年）熊
本地震」と命名した。今回の地震は、観測史上初めて短期間に同じ地域で震度７の地
震が２回発生した大地震であり、過去の直下型地震と比較しても長期間にわたり数多く
の地震が発生したことが特徴として挙げられる。また、震度１以上を 4,131 回、震度５弱
以上も 24 回観測（平成 28 年 11 月 8 日現在）し、多くの家屋や複数のビルが倒壊した
ほか、熊本県や大分県の各地で土砂崩れや道路崩壊などの甚大な被害が発生した。

(1) 平成 28 年４月 14 日 21 時 26 分頃に発生した地震ア発生日時：平成 28 年４月 14 
日 21 時 26 分頃イ 震央地名：熊本県熊本地方（北緯 32 度 44.5 分、東経 130 度 48.5 
分） ウ 震源の深さ：11km（暫定値） エ規模：マグニチュード 6.5（暫定値） オ 各地の震
度（震度５弱以上）震度７ 熊本県：益城町震度６弱熊本県：熊本市東区、熊本市西区、
熊本市南区、玉名市、宇城市、西原村震度５強熊本県：熊本市中央区、熊本市北区、
菊池市、宇土市、合志市、美里町、大津町、菊陽町、御船町、山都町、氷川町震度５
弱熊本県：八代市、上天草市、阿蘇市、天草市、長洲町、和水町、高森町、南阿蘇村、
甲佐町宮崎県：椎葉

平成 28 年熊本地震の概要



ふたがわ断層

ひなぐ断層



布田川（ふたがわ）断層帯は、阿蘇外輪山の西側斜面から宇
土（うと）半島の先端に至る活断層帯です。
日奈久（ひなぐ）断層帯はその北端において布田川断層帯と接
し、八代海南部に至る活断層帯です。

 布田川断層帯は、概ね東北東－西南西方向に延び、全
体の長さは約６４ｋｍ以上の可能性があります。

 日奈久断層帯は、上益城郡益城町木山付近から葦北
（あしきた）郡芦北町を経て、八代海南部に至る断層帯
です。本断層帯は、概ね北東－南西方向に延び、全体
の長さは約８１ｋｍである可能性があります。





現在の主要なプレート15個

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Plates_tect2_ja.svg
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Plates_tect2_ja.svg


熊本県で14日夜発生した震度7の大きな地震について気象庁は、活断層が南北方
向に引っ張られて動いた「横ずれ断層型の地震」との公式見解を示した。



海溝型地震（プレート境界型の逆断層型やプレート内部の正断層型など）
ではなく、今回の地震は内陸型地震（横ずれ断層型や逆断層型）の一種。











地震で崩れ落ちた熊本城天守閣の瓦
１５日午前、熊本市中央区

 出典：中日新聞写真特集



地震で路面が陥没した九州自動車道
１５日午前、熊本県益城町



地震で脱線した九州新幹線の回送車両
１５日午前、熊本市

地震で壊れた住宅
１５日午前７時５９分、熊本県益城町



強い地震で倒壊した住宅と倒れたカーブミラー
１５日午前、熊本県益城町

熊本県益城町役場で自衛隊の炊き出しに
並ぶ人たち １５日午前



度重なる強い地震に見舞われた熊本城
１６日午前



地震で発生した崖崩れ＝１６日午前、熊本県南阿蘇村



 地震で崩れ落ちた阿蘇大橋＝１６日午前、熊本県南阿蘇村



 地震で崩れた駐車場＝１６日午前、熊本県南阿蘇村



土砂崩れ現場で行方不明者を捜索する自衛隊員＝１９日午前

熊本県南阿蘇村長野地区



 地震による土砂崩れ現場で、発見された行方不明者を
搬送する自衛隊員＝１９日午前、熊本県南阿蘇村河陽
地区



鳥取地震

 鳥取地震（とっとりじしん）は、第二次世界
大戦中の1 9 4 3年（昭和1 8年）9月1 0日1 7
時3 6分5 4秒に発生した地震。

 震源地は鳥取県気高郡豊実村（現・鳥取
市）野坂川中流域（北緯3 5度2 8 . 3分、東
経1 3 4度1 1分）。M  7 . 2（M w  7 . 0 [ 5 ]）。震

源が極めて浅く、気高郡湖山村（現・鳥取
市）で震度6を記録。

 瀬戸内海沿岸の岡山市でも震度5を記録
した。

 1 9 4 5年の敗戦前後にかけて4年連続で
1 , 0 0 0名を超える死者を出した4大地震

（東南海地震、三河地震、南海地震）の一
つである。



被害状況

 激しい揺れにより、鳥取市の中心部は壊滅し、古い町並みは全て
失われてしまった。木造家屋のほぼ全てが倒壊した一方で、五臓
円薬局ビルなど鉄筋コンクリートの建物は比較的持ちこたえた。家
屋の全壊率は80%を超え、特に千代川と袋川流域の沖積地質の地
域での被害が突出していたが、これは湿気によって家屋の土台が
腐っていたためとされている。

 夕食の準備中だったこともあり、地震後には、市内16ヶ所から出火。
水道管が破裂するという悪条件であったが、地震前に降雨があり
湿度が約90%と高かった事と倒壊した家屋が破壊消防の防火帯の
役目を果たした事などにより、市民のバケツリレーでも容易に延焼
を食い止める事ができ大火にはならなかった。

 また、地震の影響による液状化現象も見られた地域も存在し、山陰
本線や因美線といった鉄道もこの被害を受けたため、長期間にわ
たって鉄道が不通になった。この他にも電話をはじめとする通信や
道路も大きな被害を受け、梨などの農産物への被害も甚大であっ
た。



鳥取地震における被害

地域(当時
の名称)

人的被害（人） 住宅被害（戸）

死者
重傷負傷
者

軽傷負傷
者

全壊 半壊 火災

鳥取市 854 544 1,988 5,754 3,182
全焼 250,
半焼 16

岩見郡 56 12 137 694 916

八頭郡 49 11 15 3 28

気高郡 120 100 450 1014 1703 全焼 1

東伯郡 4 2 20 329

合計 1,083 669 2,590 7,485 6,158
全焼 251,
半焼 16

[6]

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%B3%A5%E5%8F%96%E5%9C%B0%E9%9C%87#cite_note-6






 ご清聴ありがとうございました。
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